
 日   時 2016年２月21日（日）

午後１時30分～４時   （受付開始   午後1時）

会   場 京都新聞社 ７階文化ホール

（〒604-8577  京都市中京区烏丸通夷川上ル  京都新聞社内）

アクセス：京都市営地下鉄  ｢丸太町｣下車、⑦番出口すぐ

 内   容  ＜対談＞   津村   記久子（第140回 芥川賞受賞作家）

  伊吹   侑希子（京都学園中学高等学校教諭）

 ＜講演＞   杉浦   真理（立命館宇治中学校・高等学校教諭）

 「１８歳選挙への主権者教育」

主  催   京都府ＮＩＥ推進協議会

後  援   京都府教育委員会、京都市教育委員会

  京都市小学校ＮＩＥ実践研究会、京都市立中学校新聞教育・ＮＩＥ研究会

入場無料、どなたでも参加できます（定員 50人）

第15回 京都府ＮＩＥセミナー

       「新聞に親しむ」－。ＮＩＥの原点に戻り、活字情報の大切さ・活字文化のおもしろさ

     を再認識するという意味で、芥川賞作家の津村記久子さんに「甘く辛く酸っぱく」新聞に

     もの申していただきます。脱線必至!?の話しのお相手は京都学園中学高等学校の伊吹侑希

     子教諭。作家と教育者の対談、どんな化学変化が起こり、ユニークな「解」が生まれるか。

       「投票率低下は民主主義の劣化」－。今夏の参院選から導入される18歳選挙権が投票率

     アップの起爆剤となるか。教育現場では「主権者教育」のあり方や、教諭の「政治的中立

     性」なども注目されています。アクティブ・ラーニングの実践を推し進める立命館宇治中

     学校・高等学校の杉浦真理教諭から、日本の憲政史上でエポックメイクとなる18歳投票権

     を、多角的な視点から報告、提言していただきます。

～社会参加の１ページ～



（所属・氏名）

（連絡先電話）

 ＜お問い合わせ＞

京都府ＮＩＥ推進協議会 事務局     〒604-8577  京都市中京区烏丸通夷川上ル  京都新聞社内

電  話：０７５－２４１－５２３１

   ※ お申し込みがなくても参加可能ですが、準備のためなるべくお知らせください。

※ 締め切り       ２月１９日（金）

   ※ 受付済みのお知らせはいたしませんので、当日は直接会場にお越しください。

津村 記久子（つむら・きくこ） 1978年、大阪市生まれ。大谷大学文学部卒。

2005年「マンイーター」（単行本では「君は永遠にそいつらより若い」に改題）で

第21回太宰治賞。2008年「ミュージック・ブレス・ユー!!」で第30回野間文芸新人

賞、咲くやこの花賞［文芸その他部門・小説］。2009年「ポトスライムの舟」で第

140回芥川賞。2011年「ワーカーズ・ダイジェスト」で第28回織田作之助賞。

2013年「給水塔と亀」で第39回川端康成文学賞受賞。

杉浦 真理（すぎうら・しんり） 1963年、東京都生まれ。大阪教育大教育学研究

科教育学修士。2002年から立命館宇治中学校・高等学校教諭。社会科担当。日本シ

チズンシップ教育フォーラム世話人、参議院参考人。著書に「シティズンシップ教育

のすすめ｣｢主権者を育てる模擬投票｣｢私たちが拓く日本の教育」(主権者教育副読本)

第15回 京都府ＮＩＥセミナー

＜講師紹介＞

＜参加申し込み＞
京都府ＮＩＥ推進協議会 事務局  行

FAX 　 ０７５－２４１－５９３８


